
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○共感力・表現力を基盤とした学力向上
のための授業改善・環境改善

○読書の推奨

○アンケートにて、「授業がよく分かる」
「自分の考えをよりよくする」と回答した
児童８０％以上

○読書の目標冊数達成率９０％以上

・校内研究で教員が互いに授業参観し、意見を交
換したりアドバイスしたりすることにより、教師の授
業力の質を向上させる。
・様々な教科の授業の中で話し合う活動やICTを活
用する場の設定をする。
・年間目標冊数や必読図書50冊を設定したり、図
書館祭り等のイベントを工夫したりする。また、朝の
時間に読書タイムを設定し、読む時間を確保する。

A

・校内研の指導案検討や授業参観、夏季休業中の研修を通し
て、教師のタブレットPCの活用スキルを向上させることができた。
・児童が自分の意見を伝え合うための話型やレベル表を提示し
話し合い活動の活性化を図った。
・年間目標達成に向けて、クラスごとに声を掛けたり、イベントを
工夫したりすることができた。朝の読書タイムも計画通り実行する
ことができた。

A

・ICTを活用することでできることが増えた児童は90％、授業が分
かりやすいと答えた児童が89％いた。・校内研において、よりよ
い考えをもつための授業構成を職員間で図ったり、授業を参観し
たりして教師の授業の質が向上できた。
・読書の記録を活用したり、貸出の状況を伝えたりしたことで、
90％以上の児童が年間目標を達成することができた。

A

・タブレット使用での音読課題で、子供たちが積極
的に取り組む姿が見られた。
・ぐんぐん週間は、保護者までの周知が難しいよう
に感じる。（高学年は自分でサインしていた）
・家庭での読書週間が身に付いている子供と付い
ていない子供がいるようだ。週末に数冊読むよう
にしたり、親子で同じ本を読んで感想を出し合った
りして親子で一緒に読書を楽しむ方法もよい。

（賢部）
学力向上Co
研究主任
賢部部長

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○思いやりや道徳に関するアンケートに
おいて肯定的な回答をした児童８０％以
上

・児童に道徳に関するアンケートを行う。
・平和に関する集会や、人権に関するなかよし集会
を企画し実施する。
・保護者が参画したふれあい道徳を実施する。 A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした児童90％
以上で成果指標を上回った。
・8月に「平和集会」を実施し、平和に関する意識向上を図った。
・授業参観で全学年ふれあい道徳を実施することができている。 A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした児童90％
以上で成果指標を上回った。
・11月のなかよし集会を実施すると共に、ぽかぽかの木を全校児
童で制作し、人権に関する意識の醸成を図ることができた。
・全学年でのふれあい道徳の実施ができた。6年生においては、
ゲストティーチャーを招いて命について考えることもできた。

A

・地域人材を講師に招いたり外部組織と連携しな
がら教育活動を行うことは、子供たちの郷土愛を
育んだり道徳心を耕したりすることにつながる。今
後も継続してほしい。
・6年生のゲストティーチャーの命の話は、一方的
ではなく、子供たちの考えも聞いた方が、より親子
で命について考える機会になったと感じる。最後
の授業参観でする必要性に少し疑問を感じた。

（優部）
道徳推進担当
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等について、組織的対応
ができていると回答した教職員９０％以
上

・心のアンケートを実施し、事後対応や指導を適切
に行うよう働きかける。
・いじめの覚知、認知に対する対応マニュアルの周
知を図る。
・いじめ防止に関して、生徒指導、教育相談や各連
絡会を関連付けて実施する。

A

・心のアンケートを毎月実施したり、生徒指導や教育相談連絡会
で情報共有を行ったりして、児童の心の変化の早期発見に努
め、児童の心に寄り添った指導を行うことができた。
・いじめ防止等についてのアンケートで、組織的対応ができた教
職員が100％であった。

A

・毎月心のアンケートを実施し、早期対応を行った。また、全クラ
スでSCによる心の授業を行い、児童の意識を高めることができ
た。
・管理職、担任、SCとの連携を図り、いじめの認知や早期対応、
事後対応に努めた（生徒指導、教育相談全体会を毎月実施）。教
職員の組織的な対応に関する肯定的な回答は100％であった。

A

・アンケートの実施は、その都度振り返り、いじめ
等を考える機会となった。
・常にアンテナを張って子供たちを観察し、組織的
な対応で子供たちの心の安定を図っていただいて
いる。

（優部）
生徒指導担当
教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。
（キャリア教育、特別活動の充実）

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童８０％以
上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童８０％以
上

・各学級で行っている児童のよさを認める取組を紹
介し共有する。
・授業や行事の中で児童に多くの出番や役割を与
えて称賛し、振り返りで価値づけを行うことで、次の
活動への意欲や自分の生活・生き方への意欲をも
たせるようにする。

A

・各学級で児童のよさを認める取組を行っている。
・授業や行事の中で児童に出番や役割を与えて取り組むことが
できている。また、児童の頑張りを称賛したり、振り返りで価値づ
けたりすることもできている。 A

・学校全体、また各クラスで児童のよさや頑張りを見付け認めた
り、授業や行事の中で多くの児童に役割や出番を与え、振り返り
で価値づけを行ったりしたことで、目標を達成することができた。
「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した
児童85％。「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回
答をした児童85％。

A

・先生方も保護者も、夢や目標に向かって頑張っ
ている子供がやる気を出せるような言葉を掛けて
ほしい。（例えば「結果はどうであれ頑張ることが
すごいことだよ。」「やればできるじゃない。」など） （賢部）

賢部部長

○最後まで粘り強く取り組む力や忍耐
力を育む教育活動

○「何事にも最後まであきらめずに取り
組むことができている」と回答した児童８
０％以上

・学校行事や児童会活動等に目標をもって取り組
み、自分の活動を振り返ることを通して、粘り強く取
り組む力を育む。 A

・学校行事児童会活動において目標をもたせたり、「自分」「友
達」「これから」という観点で振り返りを行わせることができた。ま
た、それらを認め、称賛することもできた。 A

・学校行事児童会活動において目標をもたせ、活動後、振り返り
を行わせたことで、「何事にも最後まであきらめずに取り組むこと
ができている」と回答した児童90％と目標を達成した。 A

・行事を行うにあたって、目標を明確にもたせて取
り組むことは子供たちの成長につながると感じた。 （賢部）

賢部部長

●望ましい生活習慣の形成

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

○睡眠時間の確保について尋ねるアン
ケートで肯定的な回答をした児童８０％
以上

●「健康に良い食事をしている」児童８
５％以上

・保健指導等を授業やその他あらゆる機会に行い、
正しい生活リズムの理解を深める。実践化へ保健
だよりや学校保健安全委員会等で保護者への啓発
を図る。
・食育授業や給食指導を行い、望ましい食習慣の
定着を図る。食育だよりを発行し、保護者への啓発
と家庭での協力を得る。

A

・睡眠に関する保健指導後のアンケートでは、「睡眠の働きがよく
分かった」との回答が9割近く「心身の成長・発達に睡眠が大切だ
とわかり、睡眠をしっかりとろうと思った」がほぼ９割で、行動化へ
の意識づけが図られた。
・食育指導後のアンケートで「健康のために苦手な食べ物も頑
張って食べたい」と答えた児童が98％、「朝ごはんの大切さが分
かった」と答えた児童が99％と食に対する意識の高まりが見られ
た。

A

・児童アンケートでは、睡眠の重要さは深く理解できているが、す
べての児童が実生活で実践できてはいない。目標数値にあと一
歩及ばなかった。保護者アンケートでは80％以上の肯定的な回
答があった。
・年間を通して食育に取組んだことで、食事・健康に関する調査
において、健康によい食事をしている児童の割合が97％と目標
を達成した。

A

・学校からの情報発信が丁寧にされており、学校
の活動や子供の様子がよく分かった。
・睡眠不足は体調不良につながるので、就寝時刻
等は家庭でしっかり管理をしてほしい。
・今後も学校と家庭とが連携しながら、食育指導
や保健指導を行って、子供たちの健康維持に努
めてほしい。

（逞部）
栄養教諭
養護教諭

○安全に関する資質・能力の育成 ●児童生徒の交通事故をゼロにする。
○正しい歩行や自転車の乗り方に関す
る肯定的な回答８０％以上
○けが等による保健室来室者５％減

・交通安全教室を行い、正しい判断のもとに安全に
行動できるようにする。
・年間3回の避難訓練（風水害、不審者、地震火災）
を実施し、緊急時の心構えや安全な避難の仕方を
理解させる。
・学校内の危険な個所や自分自身の安全な行動な
ど、集会や放送等で事例をあげて周知する。

A

・登下校中の事故や自転車での事故など現在ゼロ。
・自転車のヘルメット着用率98％
・これまでに風水害、不審者対応,の避難訓練を実施し、児童に
危険、災害時の行動について考えさせる機会をもった。 A

・登下校中の事故や自転車での事故がなかった。
・自転車のヘルメット着用率98％。
・今年度、風水害、不審者対応,、火災の避難訓練を実施し、児童
に危険、災害時の行動について考えさせる機会をもたせることが
できた。
・学校内の危険な個所を毎月点検し、児童の安全を確保すること
ができた。

A

・施設点検を確実に行ったり、避難訓練等を計画
的に実施したりして、子供たちの安全意識や防災
意識の向上につながっている。
・見守り隊の方々に登下校の子供たちを見守って
いただきありがたい。
・ヘルメット着用率は100％にしてほしい。

（逞部）
逞部部長
安全教区担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・パソコンによる業務管理を徹底する。
・定時退勤日、年休取得日を設定する。
・職員室の整理・整頓をする。
・文書管理（データ・紙媒体）の効率化を図る。 B

・教職員アンケートで「見通しをもち計画的に業務に取り組むな
ど、タイムマネジメントを意識した働き方を心がけている。」と回答
した教職員は100％で、時間外勤務時間は平均30時間程度であ
る。
・夏季休業中の職員の年休取得は増えたが、目標取得日数まで
はまだ達していない。

B

・パソコンによる業務管理の一元化や職員室の整理整頓によっ
て業務の効率化を図った。タイムマネジメントを意識した働き方が
浸透し、時間外勤務時間も平均28時間程度まで減少できた。
・年休取得率は高まったが、14日以上取得率は38％に留まった。 B 教頭

○３部会制の導入による学校運営への
参画

○自らの校務分掌において、学校目標
達成のための働きができたと回答した教
師８０％以上

・自己申告書の自己目標と学校評価で担当した校
務分掌上の目標を連動させ、日常の業務を遂行す
る。

A
・教職員アンケートで、「業績評価表で設定した具体的取組及び
成果指標を達成できている」と回答した教職員は100％であった。 A

・校務分掌や学級経営において、学校目標達成の働き方ができ
た職員は100％。業務評価で設定した成果指標達成率も100％で
あった。

A 教頭

●特別支援教育の充実

○個々が大切にされる学校風土の醸成 ○毎月の生徒指導連絡会・教育相談や
特別支援教育の研修を実施する。
○保護者アンケートにて「個々に寄り添
う丁寧な対応」への肯定的な回答８０％
以上。

・毎月の生徒指導連絡会の内容を精選し、配慮を
要する児童の情報交換や対応に対する連携の充
実を図る。
・学校の実態にあった特別支援教育の校内研修を
年間10回以上実施し、専門性の向上を図る。その
うち外部講師を招聘しての研修を年１回以上行う。

A

・教育相談と連携をして、児童の情報交換や対応について考える
時間を定期的に設定した。教職員アンケート「気になる児童への
細かな対応をしている。」と回答した教職員100％であった。
・特別支援教育の校内研修を10回以上実施し、様々なテーマで
研修を行った。
・保護者アンケート「個々に寄り添う丁寧な対応」への肯定的な回
答は99.2％であった。

A

・年間を通して、配慮を要する児童の情報交換や対応に関して連
携をしていくことができた。アンケートでも「気になる児童への細
かな対応をしている。」と回答した教職員が100％で、その中でも
「より当てはまる」という回答は８割以上に増えた。
・年間を通じて10回以上の研修を行い、それぞれがもっている課
題に応じた研修を行ったことで、専門性の向上を図ることができ
た。
保護者アンケート「個々に寄り添う丁寧な対応」への肯定的な回
答は99.3％で前回より0.1％上回った。

A

・子供たちのためにいつも尽力していただき感謝し
ている。
・先生の一言で救われる子供もいるので、子供た
ちの心に寄り添った対応をお願いしたい。 （優部）

特別支援Co
教育相談担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○タブレットを活用した学習
活動の充実

○各教科におけるタブレットの積極的な
活用

○タブレットPC使用のアンケートで週３
時間程度使用したと答えた割合が８５％
以上。

・校内研でタブレットの有効な活用法について研修
を深めていく。全学年において有効活用の事例を
紹介し、その成果を共有財産とする。 A

・タブレットを使用することで授業が分かりやすいと答えた児童が
93.2％いた。今後も効果的なタブレットの活用法について職職員
間でも共有していく。 A

・各教科において教科に合わせたICT活用をすることができた。ま
た、授業で実践した活用法を教員間で共有することができた。児
童においてもタブレットを使用すると授業が分かりやすいと90％
回答した。

A

・1年生でもタブレットをスムーズに使い、宿題提出
など問題なくできている。
・SNSの危険性やゲーム依存などのデメリットもあ
るので家庭でも常に目を光らせて管理してほし
い。

情報推進リーダー

○幼保小との連携

○幼保小連携の充実 ○年に数回、幼稚園・保育園との連絡
協議会や園児と児童との交流会を実施
する。

・年に３回程度、職員同士の情報交換会や、訪問
参観を行う。
・年に数回、児童と園児の交流会の場を設定する。 A

・計画に従って、職員同士の情報交換ができた。
・保育園に音楽の指導に行き、連携を深めることができた。
・児童と園児の交流プランも具体的になってきた。 A

・試行錯誤しながら、スムーズな連携の在り方をさぐり、実践する
ことができた。
・ストーリー性を意識した交流を行った。職員間の連携が一層深
まった。

A

・幼保小連携によって、子供たち間の親密感が湧
き、小学校入学への不安が少なくなるであろう。
・定期的な話合いの場で学校と園が自然とアイ
ディアを出し合うことができ、一つ一つの行事がつ
ながりストーリー性のある交流ができた。

幼保小連携担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

・学校メールLEBERの利用により、出欠の連絡が
しやすくなった。
・年休14日以上取得率は38％に留まったようです
が、現実は授業がある先生は取得するのが難し
いと感じる。家庭の事情などの理由がなければ年
休も取得しづらいだろう。
・年休取得率14日以上が38％に留まった理由を
検討し、取得率が上がるよう改善策を講じるべき
である。

学校名 神埼市立千代田中部小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５ 総合評価・

  次年度への展望

・学校目標達成に向けて校務分掌や学級経営においてそれぞれが役割を果たすとともに、連携・協力しながら職責を果たすことができており、ほぼすべての項目がA評価で終えることができた。
・学力に関しては、県平均、市内平均と同等以上の力が身に付いているが、学力の二極化が見られるので、基礎基本の定着を図り社会の中で活用できる力を身に付けさせていく。
・夢や目標をもたせ、役割と出番を与えて承認・称賛しながら、自己肯定感や自己有用感、他者を尊重する態度を育み、一人一人が自信をもって安心して学校生活を送れるようにする。
・教職員それぞれが働きがいを感じながら職責を果たし、ライフワークバランスの取れた働き方ができるよう、業務改善と環境整備に努める。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度

  評価結果の概要

・学校目標達成に向けて校務分掌や学級経営においてそれぞれが役割を果たすとともに、連携・協力しながら職責を果たすことができており、すべての項目がA評価で終えることができた。

・学力に関しては、県平均、市内平均と同等以上の力が身に付いているが、学力を支える力（粘り強さ、忍耐力、丁寧さなど）を更に強化し、社会の中で生き抜く力を身に付けさせていく。

・「自分のことが好き」と回答した児童は８割近くまで増えているので、役割と出番を与えて承認・称賛しながら、自己肯定感や自己有用感、他者を尊重する態度を育み、一人一人が自信をもって学校生活を送れるようにする。

・ICT活用については、校内研究を通していろいろな教科で効果的な活用方法を探り、実践を積み重ね、情報の共有も進んできた。教員と児童のICT活用力は確実に高まっている。来年度も更に研究を深め、実践を重ねていく。

・教職員それぞれが働きがいを感じながら職責を果たせるよう、業務改善の視点を大切にしながら、心身共に健康で働きやすい職場環境の整備に努める。

２ 学校教育目標  「賢く 優しく 逞しく」     ～夢や目標に向かってチャレンジする児童の育成～

３ 本年度の重点目標

１  学力向上（ICT活用教育の充実／／思考力・判断力・表現力の育成／読書の推奨）

２  児童の自己有用感や規範意識の醸成

３  全職員で全児童を見守る組織作り（ユニバーサル教育の推進）

4 勤務時間の縮減に繋がる業務効率化・適正化、組織体制の工夫


